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論文内容の要旨
本論文は，船舶の抵抗，推進性能上最も重要な要素の一つである船体抵抗と船型との関係につき，
船型計画に使用し得る定量的関係式を求めることを目的として，造波並びに粘性抵抗理論を軸に，模
型水槽試験及び統計解析法を援用して論じたものである。
序では本論文の目的，意義及びその構成，すなわち，第 1 部で癖型船の造波抵抗推定法，第 2 部で
肥大船の粘性抵抗推定法を取り扱うことを述べている。
第 1 部は 5 章から成り，第 1 章では痔型船の造波抵抗推定法の現状と問題点について述べている。
第 2 章では，まず造波抵抗理論の中で最も代表的な Michell-Havelock の理論をもとに，実用船型
を対象とした理論式を示している。次に，この理論式と水槽試験結果とを統計手法を介して結合する
ことにより新しい造波抵抗推定式を求めるとともに，この精度が実用上十分で、あることを明らかにし
ている。
第 3 章では，この推定式を用いた船型改良法並びに与えられた条件の下での造波抵抗最小の船型を
求める問題について検討し，各々具体的方法を示している。
第 4 章では，前 2 章で示した手法の使用例として船型設計例及び船型改良例を示し，本推定法が船
型計画並びに船型改良にあたって非常に有効であることを実証している。
第 5 章は第 1 部の結論で，上記各章で得た結果をまとめている。
第 2 部は 4 章から成り，第 6 章では肥大船の粘性抵抗に対する形状影響の研究の現状と問題点につ
いて論ム形状影響係数に対する基本的考え方を提示している。
第 7 章では，形状影響係数を粘性圧力抵抗成分と摩擦抵抗成分とに分離し，各々について理論的並
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びに実験的検討を行い，形状影響としては前者が支配的であることを示している。また，粘性圧力抵
抗と船尾形状との関係の重要性を指摘し，その解析法を論じている。
第 8 章では，前章の結果をもとに，船型と形状影響係数との関係について水槽試験データを使用し
て具体的に検討し，実用上十分な精度をもっ形状影響係数推定式を求めるとともに，既存の推定式と
の関係について論じている。
第 9 章は第 2 部の結論で，第 2 部の各章で得た結果をまとめている。
最後に総括として，第 1 部及び第 2 部を総合した結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
船舶の抵抗・推進性能上最も基本的かっ重要な要素は船体抵抗と船型との関係であるが，これにつ
いては，船体周りの粘性流場の数理解析的取扱いの困難さから，定性的にはともかく，定量的には未
解決である。
本論文は，実際の船型計画に使用しうる精度をもっ船型と抵抗との関係式を求めることを目的とし
ており，その理論的展開に注目すべき新しい工夫があり，また，多数の模型実験により，得られた関
係式の精度の確認がなされているのが特長である。
すなわち，まず造波抵抗については，完全流体の線型理論式を骨組とし，従来見のがされていた船
体横切面積曲線の分布形状をこの式に巧みに取り入れ，これに，多数の模型試験結果を統計解析的に
考慮することにより，合理的な造波抵抗推定式を導いている。ついで，この式の精度が極めて高いこ
とを多くの実例で確認するとともに その応用としての船型改良法について論じ 実際の船型設計に
適用して顕著な成果が得られたことを述べている。
一方，粘性抵抗については，近代の形状影響の考え方に従い推定式を誘導しており，上述と同様に，
水槽試験結果を活用して理論式の係数を決定している。得られた推定式は従来のものよりはるかに妥
当な結果を与え，適用範囲も広い。
以上のように，本論文は船型と抵抗との関係を新しい観点、から論じたもので，その手法には十分の
独創性があり，得られた結論の有用性も実際に確立されている口よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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